






















6　　国際関係紀要　第 30巻　第 1・2合併号（学部開設 30周年記念号）
が開設され、「国際関係学科」とあわせて学部が二学科体制となった。前者
では、外国の文化・社会分野に重点をおきながら言語分野と組み合わせた地
域研究、キャリア指向的な分野である観光文化研究、および多文化共生研究
を柱とした学びを提供し、後者では国際法、政治、経済・経営、途上国問題
などの学習に主軸をおいた。一方で、学生に対して学部間の壁を低くして、
学部の良き伝統とも言える学際的、総合的な学習を可能にした。学生は現在
でも興味と必要に応じて他学科の科目を履修することができる。
　もう一つは、同年度に文科省による「グローバル人材育成推進事業」（後
に「経済社会を牽引するグローバル人材育成支援事業」）のタイプB（5年間）
に採択されたことである。本学部の取り組みは、グローバルな視点と感覚を
備え、言語運用能力と専門性に裏付けられた「行動力あるアジアグローバル
人材」の育成であった。この事業の一環として、具体的には「多文化・国際
インターンシップ」科目の設計と教育課程への導入・実施、英語だけにとど
まらない各地域言語検定の受検奨励などを行った。同事業採択大学の学生が
参加して英語プレゼンテーション能力を競う大会を本学が主催するなど、学
生や社会に対してグローバル人材に関する広範かつ積極的な啓発活動、広報
活動も展開してきた。この一つの成果が、早稲田大学主催で実施された英語
プレゼンテーション大会にて本学部の学生グループが準優勝したことであ
る。
　事業成果全体の可視化はそれほど簡単ではないが、学生の言語コミュニ
ケーション能力などの可視化できる部分で見れば一定の評価はできると言え
る（詳細は別の資料に譲る）。事業採択時からの約束事であるが、採択され
た大学・学部は事業期間を終了しても（つまり補助期間が終了しても）、グ
ローバル人材育成への取り組みは継続しなければならないことになってい
る。
　本学部は次の 10年に向けて、新たなカリキュラム編成に着手するなど、
確実に歩み始めている。この間に着任された新たな知見を有する先生方も頼
もしい。10年後の学部長が 40周年記念行事において、素晴らしい成果を披
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露してくださることを願っている。関係者の皆様には、改めてこれまでの御
礼を申し上げ、今後のご協力・ご支援をお願いしたい。
